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平成 19 年 1 月末現在の
人口の動き

●人口 13,875 人 （前月比 －   5 人）
 （前年比 ＋  14 人）

男 6,940 人 （－  8 人）
女 6,935 人 （＋  3 人） ●世帯数 3,918 世帯  前月比（－10世帯）

広報広報
せいろう 2007せいろう 2007

今
年
は
、
雪
の
少
な
い
冬
で
し
た
が

弁
天
潟
で
は
多
く
の
白
鳥
た
ち
が
羽
を
休
め
ま
し
た

弁
天
潟
で
は
多
く
の
白
鳥
た
ち
が
羽
を
休
め
ま
し
た

も
う
す
ぐ
旅
立
ち

も
う
す
ぐ
旅
立
ち  

　
　
　
　

弁
天
潟
の
白
鳥

　
　
　
　

弁
天
潟
の
白
鳥

町制施行30周年“夢の花 香り豊かに 咲かそう聖籠”町制施行30周年“夢の花 香り豊かに 咲かそう聖籠”
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学校運営協議会制度学校運営協議会制度学校運営協議会制度学校運営協議会制度

●
学
校
運
営
協
議
会
制
度

　
『
協
議
会
』
制
度
は
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
定
の
「
責
任
」

と
「
権
限
」
を
持
ち
、
学
校
運
営
に

参
画
で
き
る
制
度
で
す
。
平
成
十
六

年
に
法
律
が
改
正
さ
れ
て
か
ら
、
現

在
は
全
国
で
１
５
０
校
ほ
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
従
来
の
制
度
と
の
違
い

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
や
学
習

内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
『
協
議
会
』
を
設
置
す
る
と
、
学

校
に
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
（
学

区
の
住
民
）
が
意
見
を
述
べ
、
そ
れ

を
学
校
に
反
映
さ
せ
や
す
く
な
る
の

で
す
。
つ
ま
り
、
学
区
住
民
と
学
校

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
に
手
を
つ

な
い
で
子
ど
も
の
教
育
に
あ
た
る
制

度
な
の
で
す
。

●
学
校
運
営
協
議
会
の
権
限

　

学
校
が
示
す
、
子
ど
も
た
ち
の
課

題
の
解
消
や
良
さ
を
伸
ば
す
た
め
の

計
画
（
基
本
方
針
な
ど
）
の
説
明
を

受
け
た
の
ち
、
承
認
を
与
え
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
方
針
に
従
っ
て
、
学
校

は
教
育
課
程
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

教
育
活
動
や
教
職
員
に
関
す
る
事
項

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
の
意
見
は
、
保
護
者
、
住
民

の
皆
様
の
意
向
に
な
る
の
で
、
校
長

は
そ
れ
を
尊
重
し
、
学
校
経
営
に
生

か
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

※ 

教
育
活
動
の
一
つ
一
つ
を
協
議
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

最
終
的
な
判
断
と
学
校
運
営
の
権

限
と
責
任
は
校
長
が
担
い
ま
す
。

●
委　

員

　

委
員
は
、
教
育
委
員
会
が
任
命
し

ま
す
。
委
員
と
し
て
必
ず
含
ま
れ
る

の
は
保
護
者
、
学
区
の
住
民
で
す
。

そ
れ
以
外
で
、
教
育
委
員
会
が
運
営

に
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
人
が
含
ま

れ
ま
す
。
委
員
は
特
別
職
の
地
方
公

務
員
の
身
分
を
有
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
個
人
の
立
場
で
は
な
く
、

学
区
の
住
民
の
声
を
反
映
し
、
ま
た

働
き
か
け
て
下
さ
る
方
で
、
学
校
と

協
働
で
き
る
方
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
『
協
議
会
』
の
職
務
内
容

　

ア 　

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営

の
基
本
方
針
の
承
認

　

イ 　

保
護
者
・
地
域
の
意
見
を
収

集
し
、
学
校
に
伝
え
る

　

ウ 　

学
校
の
様
子
や
取
り
組
み
、

『
協
議
会
』
の
内
容
を
保
護
者
・

地
域
に
知
ら
せ
る

　

エ 　

必
要
に
応
じ
て
、
保
護
者
・

地
域
に
学
校
の
教
育
活
動
へ
の

支
援
・
協
力
を
呼
び
か
け
る

　

オ 　

教
育
委
員
会
に
、
意
見
を
述

べ
る

　

カ 　

学
校
か
ら
提
示
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
協
議
す
る

　

キ 　

学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

評
価
す
る

※ 

推
進
事
業
の
成
果
を
見
て
修
正
を

行
い
ま
す
。

●
学
校
運
営
協
議
会
の
形
態

　
『
協
議
会
』
に
は
決
ま
っ
た
形
は

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
運
営
だ
け
を
話

し
合
う
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
聖
籠

中
学
校
の
よ
う
に
生
徒
と
学
校
と
地

域
を
結
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
す

る
も
の
な
ど
、
多
様
な
型
が
あ
り
ま

す
。

　

子
ど
も
の
教
育
効
果
を
上
げ
る
に

は
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
緒

に
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

『
協
議
会
』
が
、
学
校
に
対
し
て
意

見
や
注
文
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

「
学
校
応
援
団
」
と
し
て
学
校
運
営

に
協
力
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
学
校
が
活
性
化

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
成

長
に
つ
な
が
る
の
で
す
。そ
の
た
め
、

推
進
事
業
の
成
果
に
期
待
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら

『
学
校
運
営
協
議
会
』を
設
置

　

聖
籠
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
に
「
学

校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
す
る
予

定
で
す
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
「
学
校
運
営
協
議
会
推
進
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
は
、先
だ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
聖
籠
中
学
校
の
指
定
研
究
か
ら
、

「
信
頼
さ
れ
る
学
校
」
作
り
に
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、「
学
校
運
営
協
議
会
制
度
」（
以
下
か
ら
は
『
協
議
会
』
と
表
し
ま

す
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

■委員による話し合い
（合議制）

委員
・保護者
・地域の皆さん
・その他 (学校職員）

■内容
・よりよい学校に
　するために

■学校運営の
基本方針の
作成

■全教職員で
教育活動の
実践

■学校をコミュニ
ティ・スクール
に指定 

■委員の任命
 

■教育委員会規則
の制定

指  　定

説
明

意
見

教育委員会 ○ ○ 学 校

（コミュニティ・スクール）

承
認
さ
れ
た
ら

方針の説明

任  　命

意　　見

方針の承認

意　見 

保護者・地域の皆さん

学校運営協議会 校　長

※コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を設置している公立学校の愛称です。

学校運営協議会制度
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　タバコと胃癌の関与
を示唆する報告もあり
ます。
　胃癌が心配な方は禁
煙をお勧めします。

　

聖
籠
中
学
校
は
、
開
校
当
初
か
ら

地
域
連
携
を
学
校
理
念
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、「
地

域
が
創
る
学
校
」
づ
く
り
を
一
層
進

め
る
た
め
、
平
成
17
・
18
年
度
の
2

年
間
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
聖
籠
中
学
校
が
目
指

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
像
や
そ

れ
を
実
現
す
る
組
織
・
活
動
を
検
討

し
ま
し
た
。今
年
度
は
、実
際
に（
仮
）

学
校
運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
試

行
的
に
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
活
動
は
、
学
校
運
営
に
関
す
る

意
見
を
ど
う
生
か
す
か
を
話
し
合
う

「
運
営
活
動
」
と
、
学
校
と
地
域
・

保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

「
連
携
活
動
」
の
二
つ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
の
概
要
は
、
下
記
の
通

り
で
す
。

　

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
下
記
に

ご
案
内
す
る
「
聖
籠
中
学
校
の
未
来

を
語
る
会
」
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
一
般
町
民
の
皆
様
も
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

５
月　

３
小
学
校
区
懇
談
会

６
月　

 

第
１
回
（
仮
）
学
校
運
営
協

議
会
（
理
事
会
）

８
月　

 

第
２
回
（
仮
）
学
校
運
営
協

議
会（
理
事
会・企
画
委
員
会
）

９
月　

聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

12
月　

 
第
３
回（
仮
）学
校
運
営
協
議
会

（
理
事・企
画
委
員
合
同
会
議
）

２
月　

臨
時
理
事
会

　
　
　

 

第
４
回（
仮
）学
校
運
営
協
議

会
（
理
事
会
・
企
画
委
員
会
）

３
月　

聖
中
の
未
来
を
語
る
会

①
ふ
る
さ
と
の
森
企
画
委
員
会

・ 

１
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で
学
年
草

刈
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

②
食
育
企
画
委
員
会

・
栄
養
士
と
の
食
育
授
業
を
展
開
。

③
安
全
・
安
心
企
画
委
員
会

・ 

１
日
２
回
登
下
校
時
に
町
民
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

④
キ
ャ
リ
ア
教
育
企
画
委
員
会

・ 

職
業
体
験
学
習
の
受
入
を
、
商
工

会
が
支
援
。

⑤
選
択
み
ら
い
企
画
委
員
会

・ 

新
し
い
講
座
の
企
画
。
地
域
の
方

の
参
加
方
法
の
工
夫
。

⑥
生
徒
会
地
域
貢
献
活
動

・ 

生
徒
会
と
ス
マ
イ
ル
の
交
流
、
は

す
が
た
園
へ
の
喫
茶
店
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
。

⑦
家
庭
学
習
企
画
委
員
会

・ 

小
・
中
連
携
「
家
庭
学
習
の
手
引

き
」
の
改
訂
作
業
。

⑧
読
書
運
動
企
画
委
員
会

・ 
読
書
週
間
向
け
に
地
域
に
呼
び
か

け
古
本
集
め
。

⑨
公
開
講
座
企
画
委
員
会

・ 

委
員
の
研
修
会
を
公
民
館
と
一
緒

に
企
画
。

⑩
制
服
・
服
装
企
画
委
員
会

　

 

服
装
問
題
を
オ
ー
プ
ン
に
話
し
合

う
機
会
と
場
づ
く
り
を
企
画
中
。

⑪
広
報
企
画
委
員
会

・ 

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
『
ス
ク
ー

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
聖
中
だ
よ
り
』

を
創
刊
。こ
れ
ま
で
２
号
を
発
行
。

聖
籠
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

試
行
一
年
目
の
活
動

運
営
活
動

運
営
活
動

（仮）学校運営協議会

連
携
活
動

連
携
活
動

「聖籠中学校の未来を語る会」開催のお知らせ

　地域がつくる学校としてス
タートした聖籠中学校も６年間
が過ぎました。
　その成果と課題をふまえ、こ
れから学校と保護者・地域が一
体となって聖籠の子ども達をさ
らに伸ばすにはどうしたらいい
かを話し合います。
　今年取り組んだ様々な運営活
動、連携活動についてもご紹介
しますので、是非お越しくださ
い。お待ちしています。

（仮）学校運営協議会長
高松　進

日　　程（予定）
 8：40
10：00

11：00

12：30

授業公開・体験授業「選択みらい」
（仮）学校運営協議会委員及び活動紹介、学校教
育活動報告、学校運営方針等
分科会
　①子どもの食（マナー、お菓子問題等）
　②安心安全（防犯、いじめ問題等）
　③服装（制服、化粧問題等）
　④携帯電話（インターネット等）
終了

　語り合おう！今、学校・地域・保護者が一体となって取り組むべき課題
～子どもの食・安心安全・制服・携帯電話～

聖
籠
町
国
保
診
療
所　

所
長　

丸
山
貴
広

　

今
年
の
検
診
の
申
し
込
み
は
さ
れ

ま
し
た
か
？
年
に
一
度
は
自
分
の
体

の
具
合
を
検
査
し
ま
し
ょ
う
。
今
回

は
胃
が
ん
の
お
話
で
す
。
胃
が
ん
は

日
本
人
の
悪
性
腫
瘍
で
死
亡
す
る
原

因
と
し
て
2
番
目
に
多
い
病
気
で
す

（
１
番
は
肺
癌
で
す
）。
早
期
の
う
ち

に
治
療
を
受
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
治
る
病
気
で
す
。
胃
が
ん
の

早
期
発
見
は
、
症
状
が
な
い
時
か
ら

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
胃
癌
の
原
因
〉

　

食
べ
物
（
こ
げ
た
物
、
塩
分
の
濃

い
も
の
）、
胃
炎
な
ど
が
胃
が
ん
の

原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
と
い
う

菌
が
胃
に
感
染
す
る
と
胃
炎
・
胃
潰

瘍
を
生
じ
、
が
ん
が
発
生
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ピ
ロ

リ
菌
に
感
染
し
た
全
て
の
人
が
胃
が

ん
を
発
生
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
は
ひ
と
つ
の
原
因
物
質
だ

け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
原
因
物
質
、

体
の
状
態
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
り
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

タ
バ
コ
と
胃
癌
の
関
与
を
示
唆
す
る

報
告
も
あ
り
、
胃
癌
が
心
配
な
方
は

禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

発
が
ん
抑
制
効
果
が
あ
る
食
物
と

し
て
、
緑
色
野
菜
、
お
茶
、
大
豆
、

牛
乳
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
普
段
か
ら

前
記
の
食
物
を
摂
取
し
、
塩
分
の
濃

い
も
の
や
こ
げ
た
も
の
の
摂
取
を
控

え
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
症
状
〉

　

胃
が
ん
が
進
行
し
て
胃
の
出
口
が

狭
く
な
る
と
、
食
べ
物
が
胃
で
つ

ま
っ
て
嘔
吐
し
た
り
、
が
ん
の
出
血

で
貧
血
や
吐
血
が
み
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
早

期
の
が
ん
は
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、

胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
や
上
部
消
化
管

内
視
鏡
（
い
わ
ゆ
る
胃
カ
メ
ラ
）
の

検
査
を
行
わ
な
い
と
見
つ
け
る
こ
と

は
大
変
難
し
い
で
す
。

〈
検
査
〉

　

胃
の
検
査
は
、
検
診
で
よ
く
行
わ

れ
る
上
部
消
化
管
造
影
検
査
（
バ
リ

ウ
ム
検
査
）
と
上
部
消
化
管
内
視
鏡

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）
が
あ
り
ま
す
。

バ
リ
ウ
ム
検
査
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
飲

ん
で
胃
内
の
凹
凸
を
Ｘ
線
で
撮
影
し

て
診
断
し
ま
す
。
苦
痛
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、
胃
の
中
の
色
調
の
変

化
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
小
さ
な
平

坦
な
が
ん
は
見
つ
け
出
す
こ
と
が
困

難
で
す
。
検
査
後
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

便
秘
を
一
時
的
に
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
下
剤
の
服
用
が
必
要
で
す
。
バ
リ

ウ
ム
検
査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場

合
、
内
視
鏡
の
検
査
に
よ
り
病
変
の

確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
の
検
査
は
、胃
内
の
凹
凸
、

色
調
の
変
化
を
見
分
け
ら
れ
ま
す
。

小
さ
な
平
坦
な
病
変
も
色
調
の
変
化

が
あ
れ
ば
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
内
視

鏡
を
飲
み
込
ん
で
い
る
間
苦
痛
も
あ

り
ま
す
が
、
最
近
、
鼻
の
穴
か
ら
細

い
内
視
鏡
を
入
れ
て
検
査
す
る
経
鼻

内
視
鏡
検
査
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。検
査
中
に
嘔
吐
反
射
が
少
な
く
、

話
が
出
来
ま
す
。
経
鼻
内
視
鏡
検
査

の
欠
点
は
、
鼻
の
病
気
が
あ
る
方
、

鼻
か
ら
口
へ
行
く
空
間
が
狭
い
方
は

出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

麻
酔
の
副
作
用
や
検
査
中
や
後
の
鼻

血
が
検
査
の
合
併
症
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
内
視
鏡
の
検
査
も
休
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
薬
も
あ
り
、
受

診
す
る
際
に
普
段
か
ら
飲
ん
で
い
る

お
薬
が
あ
れ
ば
、
病
院
、
医
院
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
治
療
法
〉

　

手
術
、
内
視
鏡
治
療
、
抗
が
ん
剤

治
療
な
ど
胃
癌
に
対
す
る
治
療
法
は

５
年
前
よ
り
目
覚
し
い
進
歩
が
見
ら

れ
ま
す
。
た
と
え
胃
が
ん
に
な
っ
て

も
、
自
分
の
信
頼
す
る
主
治
医
と
よ

く
相
談
し
自
分
の
適
し
た
治
療
法
を

選
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
胃
が
ん

の
治
療
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
、
胃
癌
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jgca.jp/

）の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
1
回
の
検
診
や
内
視
鏡
の
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Dr.丸の  vol. 7

胃がんの話
―1年に1回胃の検査を受けましょう―

主　催：聖籠中学校（仮）学校運営協議会
共　催：聖籠中学校／聖籠中学校PTA／せいろう共育ひろばみらいのたね

と　き：平成19年３月18日㈰　　会場：聖籠中学校 
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取　

組
（
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

①
業※

１

間
運
動
の
実
施

② 

サ
ー
キ
ッ
ト
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
の

作
成
と
活
用

③
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

④
昔
の
遊
び
の
伝
承

⑤
親
子
健
康
教
室

⑥
子
ど
も
の
体
力
を
語
る
会

⑦
体
力
向
上
だ
よ
り
の
発
行

⑧ 

運
動
・
生
活
習
慣
カ
ー
ド
の
作

成
と
活
用

※
１ 　

業
間
運
動
と
は
、
授
業
と
授
業

の
間
の
休
み
時
間
に
行
う
運
動
を

い
い
ま
す
。

成　

果

（
１
）
体
力
に
つ
い
て

　

資
料
１
の
よ
う
に
、
一
部
種
目

で
平
成
16
年
度
結
果
を
下
回
り
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
種
目
が
伸

び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体※

２

力
総
合

評
価
の
得
点
も
男
子
が
３
・
０
１

か
ら
３
・
４
１
、
女
子
が
２
・
８
３

か
ら
３
・
４
５
へ
と
上
昇
し
て
い

ま
す
。

※
２ 　

体
力
総
合
評
価
と
は
、
５
を
最

高
と
し
て
、
５
段
階
で
評
価
し
た

も
の
で
す
。

（
２
）
生
活
習
慣
に
つ
い
て

　

資
料
２
の
よ
う
に
、
生
活
習
慣

は
改
善
し
て
き
ま
し
た
。「
睡
眠
」

で
６
時
間
未
満
の
児
童
の
割
合
が

大
き
く
減
少
、「
朝
食
摂
取
率
」

で
は
、「
毎
日
食
べ
る
」
と
回
答

し
た
児
童
の
割
合
が
増
加
し
ま
し

た
。

　
「
Ｔ
Ｖ
視
聴
」
時
間
で
は
、「
３

時
間
以
上
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
」

児
童
の
割
合
が
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
睡
眠
時
間
が
短

い
子
や
朝
食
を
取
ら
な
い
子
・
テ

レ
ビ
を
長
い
時
間
見
て
い
る
子
が

い
ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
減

少
が
必
要
で
す
。

（
３
）
学
力
へ
の
波
及
に
つ
い
て

　

資
料
３
は
平
成
16
年
度
か
ら
17

年
度
の
学
力
テ
ス
ト
偏
差
値
と
体

力
総
合
評
価
の
推
移
で
す
。

　

体
力
と
共
に
学
力
も
伸
び
て
い

ま
す
。
体
力
＝
学
力
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
生
活
習
慣
の
向
上
が
学

力
の
向
上
と
結
び
つ
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

課　

題

　

３
年
間
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

体
力
・
生
活
習
慣
は
向
上
し
ま
し

た
が
、今
後
も
体
力
の
向
上
維
持
・

生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
体
力
を
語
る
会
」

で
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

増
田
明
美
さ
ん
は
、「
体
力
は
根
っ

こ
、
意
欲
が
幹
、
学
力
や
豊
か
な

心
は
幹
か
ら
伸
び
た
枝
で
あ
り
葉

で
あ
る
」
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
太
く
丈
夫
な
根
が
は
っ
て
こ
そ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
人
は
成
長
す
る
」

こ
の
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

聖
籠
町
教
育
委
員
会
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
文
部
科
学
省
の
委

嘱
を
受
け
、
小
学
校
を
対
象
に
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
、
体
力
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
と
課
題
を
報
告
し
ま
す
。

「子どもの体力を語る会」児童発表の様子

子
ど
も
の
体
力
向
上

実
践
事
業
報
告

35
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60
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長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン
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立ち幅とび

ソフトボール投げ

実践地域(H18) 実践地域(H17)

実践地域(H16) 全国平均(H16)
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40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈
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TV 視聴時間（％）（男子）

13.7

17.9

14.9

30.0

30.4

30.2

22.7

21.9

31.1

33.6

29.7

23.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16

H17

H18

1時間未満 1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満 3時間以上

朝食摂取（％）（男子）

83.6

83.3

87.5

15.4

15.6

11.8

1.1

1.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16

H17

H18

毎日食べる 時々食べない 毎日食べない

睡眠時間（％）（男子）

59.5

63.5

61.9

32.5

29.2

33.1

8.0

7.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16

H17

H18

8時間以上 6時間以上8時間未満 6時間未満

52.5

53

53.5

54

国語偏差値と体力総合評価推移

Ｈ16 Ｈ17
2.7
2.8
2.9
3
3.1
3.2
3.3
3.4

国語 体力評価

国
語
偏
差
値

体
力
総
合
評
価

算数偏差値と体力総合評価推移

52.5

53

53.5
54

54.5

55

Ｈ16 Ｈ17
2.7
2.8
2.9
3
3.1
3.2
3.3
3.4

算数 体力評価

算
数
偏
差
値

体
力
総
合
評
価

21.5

20.4

22.2

26.2

29.7

31.4

26.0

26.0

24.9

26.2

23.9

21.5

TV 視聴時間（％）（女子）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16

H17

H18

1時間未満 1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満 3時間以上

86.2

88.3

91.2

13.6

11.3

8.8 0.0

0.4

0.2

朝食摂取（％）（女子）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16

H17

H18

毎日食べる 時々食べない 毎日食べない

60.6

66.0

65.7

33.7

29.6

32.0

5.7

4.3

2.3

睡眠時間（％）（女子）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16

H17

H18

8時間以上 6時間以上8時間未満 6時間未満

資料１　新体力テスト結果の推移

資料２　生活習慣の推移

資料３　学力と体力総合評価

業
間
運
動
の
様
子

業
間
運
動
の
様
子

H16 H17 H18

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

女子

2.83370787

3.33121019 3.44989339体
力
総
合
評
価
の
得
点

H16

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0
H17

男子

H18

3.00689655

3.35099338 3.40645161体
力
総
合
評
価
の
得
点

　体力総合評価の得点の推移
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このようになります!
　　　対象者　　　　　　　　特別徴収開始月
４～９月に①又は②　 　翌４月
10・11月に①又は②　 　翌６月 
12・１月に①又は②　 　翌８月
２・３月に①又は②　 　　10月

詳しくは各自が加入する保険の保険者へお問い合わせください。

平成19年４月から
高額な医療費の
窓口負担の支払方法が変わります
（医療機関の窓口で多額の現金を支払う必要がなくなります。）

健康保険法施行令等の
規定に基づいて

　平成19年４月から、70歳未満の入院患者の方は、保険医
療機関の窓口に限度額適用認定を提示し、一定の限度額を
支払えば、それ以上の一部負担金は不要になります。
（◎70歳以上の入院患者の方は、既にこの制度が適用されています。）
（◎保険外負担（差額ベッド代等）はこの制度の対象外です。）

※１ 高額療養費の額は、世帯の所得状況に応じて異なります。
※２ 保険医療機関に支払う限度額は、世帯の所得状況に応じて異なります。
※３ 限度額適用認定証の交付は、事前に保険者の認定が必要となります。

例えば
「胃がんの手術で10日間入院したとき」は･･･（医療費約100万円）

①医療費の 
3割（30万円） 

を支払う

②高額療養費 
の支給申請 

②約3ヶ月後に高額 
 療養費を支給（約21万円）※1

①限度額適用認定証を
提示し、一定の限度額
（約9万円）を支払う※2②高額療養費 

の請求 

③高額療養費の 
支払（約21万円）※１

限度額 
適用認定証※3

平成19年３月まで 平成19年４月から 

公的年金公的年金のの被保険者期間被保険者期間についてについて照会できます照会できます
公的年金とは？

　公的年金とは、国が管理・運営している年金のこと
です。公的年金は国民年金・厚生年金保険・各共済組
合の三グループに分かれており、国民年金は全ての人
を加入対象とし、全国民共通の基礎年金を支給してい
ます。

会社員も公務員も
国民年金に加入しています
　厚生年金や各共済組合は、会社員や公務員等を加入
対象とし、給与に比例した年金を基礎年金に上乗せす
る形で支給するものです。
　厚生年金保険加入者の中には、「厚生年金保険に加
入しているから国民年金は関係ない」と思っている方
も多いようですが、国民年金には全国民が共通して加
入しています。
　いままで自分が加入してきた公的年金の被保険者期
間について、社会保険事務所にて確認することができ
ます。基礎年金番号を複数お持ちの方などは、これま
での被保険者期間の確認をおすすめします。

　将来の老後生活に公的年金は大切な収入源です。こ
の機会に、ご自分の被保険者期間を正確に把握してお
きましょう。

被保険者期間の確認について

●お問い合わせ先
　新発田社会保険事務所　☎２３－２１２５
●期間照会できる方原則ご本人に限ります。
　（代理人の場合は委任状をお持ちください。）
●持参するもの
　 　免許証または保険証などの本人確認できるもの、
印鑑、年金手帳など

　※ 個人の被保険者期間については、役場ではお答え
できませんのでご了承ください。

なんと言っても
国民年金が
基本ですね。

聖籠役場　町民課　国民年金担当　☎２７－２１１１　内線１１２
新発田社会保険事務所　　　　　　☎２３－２１２５

お問い合わせ先

介護保険料の納入方法について介護保険料の納入方法について
　平成18年４月に介護保険法が改正されたことに伴い
65歳になり、
　① 年金支給裁定を受けた方
　② 転入の届出をされた方
　※年金の受給額が年額18万円以上の方
の介護保険料の納入方法が、今までは普通徴収（納付
書納付及び口座振替）から特別徴収（年金天引き）へ
の切り替えは年１回でしたが、平成18年10月から年４
回となりました。
（変更手続は必要ありません。また変更通知書により
通知いたします。）

役場　町民課　保険係　☎２７－２１１１（内線１１６・１１７）お問い合わせ
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ウェルネス事業予定地
オール電化ゾーン
一般分譲予定地

○公5.8万円
から

上下水道完備

販売予定価格

3.3㎡（坪）

介護付
老人保健施設

多機能型
施設会館
建設予定地

介護付
有料老人ホーム
建設予定地

緑
地

次第浜浜山土地区画整理事業
「ウェルネスパーク聖籠」販売区画図

　現在、次第浜地区で造成中の土地区画整理事業が、地元地権者のご協力により、仮換地指定が終わり、い
よいよ、宅地の分譲がはじまります。平成17年１月に新潟県から事業認可を受け、順調に造成工事が進め
られ、今年４月の造成工事完了をもって、全92区画の宅地分譲となります。
　新しく誕生する街は、裕（ゆとり）・優（やさしさ）・遊（あそびごころ）をテーマに、安全・安心・便利
な街として事業地内には、介護老人ホームやコミュニティ菜園等が計画されております。
　申し込み予約及び問い合わせは、次第浜浜山土地区画整理組合までお問い合わせください。

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

～ ４月宅地造成完了 ～
宅地分譲の予約申し込み受付開始

町の交通事故発生状況
区分

年

1　　月

発生件数 死者数 傷者

平成19年 6 0 6

平成18年 10 0 11

増　減 －4 0 －5

交通災害共済 加入者のみなさん

見舞金の請求を忘れていませんか？
―交通災害による共済見舞金は、

実治療日数７日以上で請求できます―
　不幸にして交通災害に遭われた場合、交通災害共済加入者（会費年間一人500円）
は実治療日数７日以上の傷害から見舞金が支給されます。請求・相談は聖籠町役
場生活環境課で受付けています。
　請求期間は交通災害を受けた日から起算して１年以内です。
　※１年を経過した場合は請求できませんのでご注意ください。

■対象となる交通災害
対象となる交通機関 対象となる交通事故範囲

自動車、オートバイ、自転車など 道路上で交通に伴う衝突、転落、接触等による人身事故。
汽車、電車、モノレールなど 鉄道路線で交通に起因した事故。（人の死傷が伴うもの）
身体障害者用車いす 道路で交通に伴う衝突、転落、接触等による人身事故。

　交通事故に遭ったら警察署に事故の届出をしましょう。
　（交通事故証明書がない場合の見舞金額は70,000円が限度です）
※実治療日数とは入院日数と実際に通院治療を受けた日数のことです。

３月はシートベルト着用強調月間

カチッとベルト パーフェクト運動 が実施されます。

　平成18年中の新潟県の交通事故は、死傷者数千人当たりの死者数（致
死率）が全国平均の5.8人を大きく上回る9.2人と極めて高く、その要因
の一つにシートベルト着用率とチャイルドシートの使用率が低いことが
挙げられます。
　このため、県民にシートベルト及びチャイルドシート着用の必要性を
訴えるとともに、正しい使用を徹底し、交通事故抑止を図ることを目的
に運動が実施されます。
  平成18年に新発田警察署管内で自動車運転中の事故で亡くなった６人
全員が、シートベルトを着けていませんでした。
　このなかにはシートベルトを着用していれば、命を失わずにすんだ方
もいたはずです。自動車に乗ったなら、後部座席も含めて全座席でシー
トベルトを着用しましょう。
　時速40㎞/hで衝突した場合、10㎏の子ども（１歳から１歳半程度）
の体重は瞬間的に30倍の300㎏にもなり、人の腕ではとても支えられま
せん。チャイルドシートを正しく使用し、子どもの命を守りましょう。

自転車での
事故や自損事故も
対象になりますよ

次第浜浜山土地区画整理組合
☎３２－５５６７　FAX３２－５５６８　　http://park23.wakwak.com/^hamayama/

シートベルト着用率（一般道）
平成18年10月調査　（　）内は全国平均

運転席
89.5％ （93.8％）
全国ワースト１位

助手席 75.9％ （83.3％）
後部席 11.3％ （7.5％）

チャイルドシート使用率（一般道）
 平成18年４月調査

０～６歳児合計…44.2％
前年より4.9％低くなりました

交通安全に関することは
役場生活環境課
☎２７－１９６２（直通）

雄　心　の　大　地

サードエイジ（高齢者世代）と
アクティブエイジ（就業者世代）が
調和共存する、安心安全健康の街、
ウェルネスパーク聖籠

ウェルネス
パーク聖籠
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《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談
　７日㈬　28日㈬
◆弁護士相談（要予約）
　22日㈭
町社会福祉協議会

☎２７－６７６７
◆行政相談
　13日㈫
役場総務課（内線２３３）

◆乳幼児健康診査・各種学級
○育児学級
　６日㈫　午後1時30分～
○マタニティーママの
　　　　　リフレッシュ教室
　13日㈫　午前９時30分～
○２歳児親子歯科健診
　19日㈪　午後１時15分～
○３歳児健診
　22日㈭　午後１時15分～
○乳児健診
　23日㈮　午後１時15分～
◆各種予防接種
　３月実施の予防接種はあり
ません。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

3 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

3
月
1
日
・ 

新
潟
県
農
業
共
済
地
域
対
応
推
進

対
策
協
議
会

　
　

・
町
防
災
会
議

2
日
・
町
国
民
保
護
協
議
会

5
日
・
３
月
議
会
定
例
会
（
〜
20
日
）

7
日
・
中
学
校
卒
業
式

13
日
・ 

に
い
が
た
21
地
産
地
消
運
動
推
進

委
員
会

　
　

・ 

㈶
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会

評
議
員
会

14
日
・ 

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・
評

議
員
会

15
日
・
新
潟
県
生
涯
学
習
審
議
会

　
　

・ 

新
潟
県
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

19
日
・
広
域
関
係
議
会
定
例
会

20
日
・
敬
和
学
園
大
学
卒
業
式

22
日
・ 

こ
ど
も
園
修
了
式
（
蓮
野
・
蓮
潟
・

亀
代
）

　
　

・
新
潟
県
社
会
福
祉
審
議
会

23
日
・ 

小
学
校
卒
業
式
（
蓮
野
・
山
倉
・

亀
代
）

26
日
・ 

㈶
新
潟
県
都
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
理

事
会

27
日
・ 

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
広
域
自

治
体
の
あ
り
方
懇
談
会

　
　

・
聖
山
大
学
修
了
式

　
　

・ 

㈶
新
潟
県
成
人
病
予
防
協
会
理
事

会

29
日
・
広
域
関
係
議
会
定
例
会

月の届出
げんきなよい子

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

茉
ま
　央

お
ちゃん （ 伊藤　正之 ） 旭ケ丘

萌
もえ
　心

み
ちゃん （ 中倉　俊一 ） 本大夫

加
か
菜
な
静
せ
ちゃん （ 名地　　勝 ） 亀　塚

美
み
　紅

く
ちゃん （ 金子　勝士 ） 亀　塚

　拓
たく
　ちゃん （ 佐藤　　寿 ） 杉谷内

友
とも
　哉

や
ちゃん （ 河上　　博 ） 網代浜

香
か
　予

よ
ちゃん （ 稲田　　覚 ） 大夫興野

歩
あゆ
　夢

む
ちゃん （ 岩渕　浩二 ） 二本松

柊
しゅ
　友

う
ちゃん （ 長谷部　仁 ） 東　山

健
けん
　斗

と
ちゃん （ 山本　智晃 ） 藤　寄

智
さと
　志

し
ちゃん （ 堀　　智明 ） 網代浜

新郎・新婦 行政区

宮　﨑　隆
たか
　志

し
さん ｝ 尾沢ヶ丘

（加藤）　愛
まな
　美

み
さん

鈴　木　敏
とし
　行

ゆき
さん ｝ 山　倉

（羽田）　麻
ま
　紀

き
さん

五十嵐　輝
てる
　明

あき
さん ｝ 蓮　潟

（曽我）　広
ひろ
　実

み
さん

宮　下　桂
けい
　二

じ
さん ｝ 亀　塚

（高松）　明
あけ
　美

み
さん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

三　村　春
はる
　治

じ
さん （78歳） 山　倉

安　達　富
とみ
　雄

お
さん （70歳） 次第浜

大　島　亥
い
　吉

きち
さん （84歳） 亀　塚

大　野　誠
せい
　二

じ
さん （81歳） 山諏訪山

手　嶋　唯
ただ
　明

あき
さん （74歳） 藤　寄

斎　藤　伝
でん
吉
きち
郎
ろう
さん （84歳） 蓮　潟

川　島　スズイさん （83歳） 亀　塚

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

1 ４月２日（月）から聖籠町役場町民課で
旅券（パスポート）の申請・交付を開始します

※ 平成19年４月から聖籠町に住民登録している人は、新潟県パスポートセン
ター（朱鷺メッセ内）や県民サービスセンター（新発田地域振興局内）での
手続きはできなくなります。

取扱業務内容 新規申請、増補申請、訂正申請等及び旅券の交付

受 付 時 間
申　請　　月曜日～金曜日　午前8：30～午後5：00

※土・日・祝日及び年末年始は取り扱いできません。

受　取　　月曜日～金曜日　午前8：30～午後5：00

受 付 窓 口 聖籠町役場　町民課（役場1階）

申 請・ 受 取
で き る 人

聖籠町に住民登録している人、または学生や単身赴任者で新
潟県外に住民登録されていて、聖籠町に居所のある方（居所
申請）
※ 代理人が申請することもできますが、受取には必ず本人がお出
でください。
※居所申請の場合は代理人による申請はできません。

申請から受取
までの期間

新 規 申 請　 申請日から数えて10日目（土・日・祝日及び年末
年始は日数に含みません。）から受取できます。

増補、訂正　 申請日から数えて6日目（土・日・祝日及び年末
年始は日数に含みません。）から受取できます。

旅 券 の
有 効 期 限

5年、10年の2種類
※20歳未満の方は5年旅券のみ

手 数 料

５年旅券 11,000円（収入印紙9,000円、新潟県収入証紙2,000円）
※12歳未満の場合6,000円

（収入印紙4,000円、新潟県収入証紙2,000円）

10年旅券 16,000円（収入印紙14,000円、新潟県収入証紙2,000円）

増補申請　2,500円（収入印紙2,000円、新潟県収入証紙500円）
訂正申請　　900円（収入印紙700円、新潟県収入証紙200円）

※手数料は受取の際に納めてください

そ の 他
緊急に渡航する必要性がある方や「刑罰等関係」に該当する
場合は新潟県パスポートセンター（☎025-290-6670）に
お問い合わせください。

お問い合わせ　役場町民課 町民サービス係　☎27-2111（内線111）

入　札　結　果
入札日　平成19年1月22日～1月26日

件　　名 契約額
(円) 業 者 名

納入完了日又は
工事（委託）
期間最終日

１ 舗第７号　追分三賀線道路舗装工事 5,985,000 ㈱下越道路 平成19年３月28日

２ 公下工第44号　杉谷内502号管渠整備工事 4,725,000 ㈱長谷川建設 平成19年３月26日

３ 会議用テーブル、椅子購入 不調

４ 公下工第40号　大夫138-1号管渠整備工事 2,625,000 ㈱北伸建設 平成19年３月26日

５ 旧網代浜児童館解体工事 4,725,000 曽根建㈱ 平成19年３月23日

６ 小型動力消防ポンプ購入 2,142,000 船山㈱新潟支店 平成19年３月16日

７ 舗第４号　次第浜浜山10号線道路舗装工事 3,990,000 ㈱加賀田組下越営業所 平成19年３月28日

８ 舗第８号　正庵線道路舗装工事 2,100,000 大林道路㈱北信越支店 平成19年３月28日

㈶下越総合健康開発センター

◆ 体操教室　受講者募集 ◆
　㈶下越総合健康開発センターでは、次のとおり平成19年度受講者を募集
しています。
①１年コース（平成19年４月～平成20年３月）

教室名 曜日 対　 象 募集数 スポーツ
保険料

シニア 月 概ね65歳以上74歳以下 若干名 800円

ダイエット 火 体重、体脂肪を管理したい方、
肥満の方 10名

1,500円シェイプアップ 水 体力アップ、シェイプアップしたい方 10名
フィットネス 金 軽い運動をしたい方 ５名
※募集数は上記のとおりですが、各教室50名程度の定員となっています。
・活動時間　各教室とも９時30分～11時30分
・受 講 料　年額7,350円（消費税込み）
・対　　象　75歳以下の方
・そ の 他　 ダイエット教室受講者に限り、健康診断料2,500円（消費税

込み）が必要です。

②午後コース（平成19年４月～平成20年３月）

教室名 曜日 対　象 受講料 募集数 スポーツ
保険料

スタート
ストレッチ 不定期 成人男女（初心者）

（70歳以下の方）
5,250円
（40回） 15人 1,500円

◎これから運動を始めたい方、ストレッチから初めてみましょう！
◎各月３回程度　３か月予定
・日　　程　 ４月27日　５月10･18･22･28日　６月５･13･21･29日（以降は

申し込み時に連絡）
・活動時間　午後１時30分～３時00分
■申込方法　 スポーツ傷害保険料と印鑑をご持参のうえ、健康開発センター

へ申し込みください。
　　　　　　受付日は次のとおりです。（定員になり次第締切り）
■受付日時　３月10日㈯　午前９時～11時
　　　　　　３月12日㈪～３月14日㈬　午後１時30分～４時

健康開発センター「健康増進指導課」☎２４－１１４５
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物
忘
れ
講
演
会

認
知
症
の
今
を
聞
こ
う
！

　

認
知
症
を
め
ぐ
る
医
療
や
介
護
は

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。
早
期
診

断
や
治
療
の
分
野
、
脳
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
等
、県
内
で
も
先
進
的
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
先
生
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

３
月
28
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

聖
籠
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題
：
「
地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症
を

考
え
よ
う
」

講
師
：
三
条
市 

川
瀬
神
経
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク　

川
瀬　

康
裕
先
生

聖
籠
町
民

※
認
知
症
は
「
痴
呆
症
」「
ぼ
け
」

の
こ
と
で
す
。
２
０
０
４
年
に
名
称

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

聖
籠
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
７―

６
５
２
１
（
御み

小こ

柴し
ば

）

県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
開
催

　

県
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
19
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

新
潟
会
場
：

　

県
庁
西
回
廊
２
階　

講
堂

長
岡
会
場
：
長
岡
市
役
所

※
３
月
20
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

上
越
会
場
、
佐
渡
開
場
で
も
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☎
０
２
５―

２
８
０―

５
５
１
５

新
発
田
パ
ー
ト
バ
ン
ク

廃
止
の
お
知
ら
せ

　

新
発
田
市
中
央
町
「
ま
ち
の
駅
」

２
階
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

新
発
田
パ
ー
ト
バ
ン
ク
が
政
府
の
行

政
改
革
の
方
針
に
よ
り
今
年
３
月
末

で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
パ
ー
ト
の
職
業
紹
介
業

務
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
パ
ー
ト
バ
ン
ク
と
併

設
さ
れ
て
い
ま
し
た
高
年
齢
者
職
業

相
談
室
は
、
今
ま
で
ど
お
り
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田

☎
２
７―

６
６
７
７

小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法

無
料
説
明
会
開
催

３
月
24
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

結
い
ハ
ー
ト
聖
籠

・
免
許
取
得
の
方
法
に
つ
い
て

　
　
　

①
国
家
試
験
受
験
コ
ー
ス

　
　
　

②
国
家
試
験
免
除
コ
ー
ス

　

・ 

２
級
小
型
船
長
免
許
（
沿
岸
小

型
船
）
で
日
本
一
周
で
き
る
設

備
基
準
に
つ
い
て

　

・ 

14
問
で
取
れ
る
１
級
船
長
免
許

に
つ
い
て

　

・ 

ボ
ー
ト
免
許
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
無
料
育
成
講
座
に
つ
い
て

（
対
象
：
23
歳
〜
60
歳
代
、
性

別
・
学
歴
不
問
、
各
県
５
名
）

■ 

申
し
込
み　

参
加
希
望
者
は
３
月

22
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
次
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
３
４―

３
５―

１
７
３
０

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

法　

テ　

ラ　

ス

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ

ラ
ス
」
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
全

国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全

国
に
50
か
所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、

平
成
18
年
10
月
か
ら
次
の
業
務
な
ど

を
開
始
し
ま
し
た
。

●
情
報
提
供

　

悩
み
ご
と
を
抱
え
た
方
の
相
談
内

容
に
応
じ
て
最
も
適
切
な
相
談
機
関

の
紹
介
や
法
制
度
に
関
す
る
情
報
の

無
料
提
供

●
民
事
法
律
扶
助

　

資
力
の
乏
し
い
方
の
た
め
の
無
料

法
律
相
談
や
裁
判
費
用
な
ど
の
立
替

※
悩
み
事
は
、
法
テ
ラ
ス
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０―

０
７
８
３
７
４

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.houterasu.or.jp

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０―

３
３
８
３―

５
４
２
０

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ 日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

ごぞんじですか
検察審査会
●犯罪の処分に
　　　　納得いかないとき
　犯罪の被害にあったのに、あるい
は犯罪を告訴、告発したのに犯人を
裁判にかけてくれないのは納得でき
ないなど、検察官の不起訴処分につ
いて不満をお持ちの方、詳しいこと
をお知りになりたい方は、検察審査
会にお問い合わせ下さい。相談や審
査申し立てについての費用は一切無
料です。また、秘密は固く守られま
す。

●検察審査会とは
　検察審査会は、国の機関で主な仕
事として、検察官が犯人を裁判にか
けなかった『不起訴処分』のよしあ
しを審査する機関です。
　審査する検察審査員は衆議院議員
選挙の選挙権を有する国民の中から
『くじ』により選ばれます。
　１年間を４期間に分け、それぞれ
11人ずつの選ばれた検察審査員が代
表して審査しています。

検察審査員の選任方法

新潟地方裁判所新発田支部内
新発田検察審査会事務局
☎２４－０１２１

国民・有権者
（選挙人名簿搭載者）

予定者 800 名

候補者 400 名

検察審査員・補充員
1.4.7.10 月各月末日
に 5～ 6人ずつ選定
※選定には裁判官、
　検察官、市町村職員が
　立ち会います。

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

検
察
審
査
会
事
務
局

選定

選定

※選定

税務財政課からのお知らせ
確認してくださいあなたの固定資産
　町では、平成19年度の固定資産（土地・家屋・償却資
産）に課税する準備をしています。
　固定資産税は、町が決定した課税標準額に100分の1.4
を乗じたものが税額となります。このため、納税通知書
を送付する前に納税者の皆様に下記により、固定資産の
価格を縦覧しますのでご確認ください。
　また、４月上旬には各納税者宛に土地･建物の課税対
象物件を記載した「課税資産明細書」を郵送しますので
併せてご覧ください。
■期　間
　平成19年４月２日から５月１日まで（役場の開庁日時）
■場　所　聖籠町役場税務財政課
※ この価格に不服がある場合は、納税通知書を受け取っ
た日後60日までに聖籠町固定資産評価審査委員会に対
し文書で審査の申し出ができます。
※ 縦覧および不服申し出は、地方税法第416条、432条に
よります。　
役場税務財政課
☎２７－１９５６（直通）

町税は納入期限までに完納してください
　平成18年度の町税の納入期限は終了しましたが、本年
１月末日での滞納額は約１億５百万円となっています。
　住民自治の根幹は安定的な税財源の確保が重要です。
　本町が今後とも明るく、住みやすい環境を維持するた
めにも、税金は納入期限内に完納してください。

　なお、納税は納め忘れもなく安心な「口座振替」をご
利用ください。
　口座振替のお申し込み手続きは、町指定・収納代理金
融機関および郵便局窓口でお願いします。（一部金融機
関では取り扱いできない場合もあります）

税務署からのお知らせ
　― 所得税、消費税は口座振替で ―
　平成18年分の確定申告にかかる振替日は、 
　所得税・・・４月20日㈮
　※現金納付は３月15日㈭
　消費税・・・４月26日㈭
　※現金納付は４月２日㈪
となっておりますので、お知らせします。
新発田税務署
☎２３－３１０４

所得税確定申告、
　住民税申告はお済みでしょうか
　本年の申告期限は３月15日㈭までとなっております。
まだ申告していない方は期限ま
でに必ず申告してください。
　なお、町役場で申告される方
は、広報せいろう２月号をご覧
のうえ申告してください。

町制施行
30周年

キャッチコピー決定!!
～ ご応募ありがとうございました ～～ ご応募ありがとうございました ～

　昭和52年8月に聖籠町が誕生し、今年は町制施行30周年記念の年です。
　それに伴うキャッチコピー（人の注意を引く宣伝文）が決まりました。
　キャッチコピーは、“夢”をテーマとして町広報紙やホームページ上で広く募集し、町制施行30周
年記念事業実行委員会で選考しました。その結果、応募のあった作品の中から、新潟市在住の佐藤光
太郎さんから寄せられた次の作品が最優秀賞となり、キャッチコピーとして採用されました。
　今後は、町制施行30周年のPRのために広く活用していく予定です。

キャッチコピー“夢の花 香り豊かに 咲かそう聖籠”
ねらい（作者）　 聖籠町の町花はハマナス。その花言葉が「香り豊か」です。
　　　　　　　  聖籠町のさらなる発展という夢を夢で終わらせず、しっかり実現し

ていけるようにという願いが「香り豊かに咲かそう」というフレー
ズに込められています。町の花・はまな

す
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総

務

課

● 

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
開
催

２
月
１
日
（
木
）

２
月
15
日
（
木
）

　

　

町
は
、
今
年
町
制
施
行
30
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
そ
の
式
典
や
記
念
事

業
を
企
画
・
立
案
・
実
行
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
実
行
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
２
月

15
日
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

委
員
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
持
ち
寄
り
、
毎
回
夜
遅
く

ま
で
活
発
な
意
見
交
換
が
熱
く
行
わ

れ
て
お
り
、
記
念
事
業
も
徐
々
に
形

が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
30

周
年
記
念
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
決

ま
り
（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）、
今
後
に

お
い
て
は
、
記
念
事
業
や
式
典
の
内

容
に
つ
い
て
、
担
当
チ
ー
ム
に
よ
る

検
討
を
進
め
具
体
化
し
て
、
骨
組
み

を
ま
と
め
て
い
く
作
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

概
要
が
決
定
し
た
際
に
は
、
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

●
３ 

月
か
ら
公
園
施
設
の
使
用
を
再

開
し
ま
す

　

冬
期
間
、
町
内
の
い
く
つ
か
の
公

園
内
ト
イ
レ
施
設
を
水
道
管
の
凍
結

防
止
対
策
と
し
て
閉
鎖
し
て
い
ま
し

た
が
、
３
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　

今
冬
は
暖
冬
で
し
た
が
、
２
月
に

公
園
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
施
設

や
樹
木
の
安
全
点
検
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
安
全
で
快
適
な
公
園
と
し

て
皆
様
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
管
理
に
努
め
ま
す
。

産
業
観
光
課

２
月
１
日
（
木
）

● 

聖
籠
町
水
田
農
業
確
立
推
進
協
議

会
総
会
開
催

　

米
の
新
た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム

の
確
立
と
推
進
の
た
め
、
町
水
田
農

業
確
立
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
19
年
産
米
の
配
分
ル
ー

ル
、
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
た
後
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
認
定
方
針
作
成
者
を
主

体
と
し
て
各
農
業
者
へ
米
の
生
産
数

量
等
の
配
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

税
務
財
政
課

１
月
29
日
（
月
）

● 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
開
催

　

町
で
は
、
３
年
毎
に
行
わ
れ
る
固

定
資
産
（
土
地
、
建
物
）
の
評
価
替

え
に
伴
い
、
昨
年
４
月
に
こ
れ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
納
税
義
務
者
か
ら

「
価
格
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
」

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
土
地
価
格
等
の
動
向
や

本
制
度
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

１
月
26
日
（
金
）

● 

第
１
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

聖
籠
町
育
英
資
金
貸
与
条
例
の
一

部
改
正
（
案
）
の
承
認

・ 

聖
籠
町
育
英
生
選
考
基
準
の
一
部

改
正

・
寄
付
採
納
の
承
認

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

● 

学
校
運
営
協
議
会
の
説
明
会

１
月
23
日
（
火
）
蓮
野
小
学
校
区

１
月
24
日
（
水
）
山
倉
小
学
校
区

１
月
29
日
（
月
）
亀
代
小
学
校
区

農
業
委
員
会

１
月
25
日
（
木
）

● 

聖
籠
町
農
業
委
員
会

第
19
期
第
35
回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
地
競
売
（
買
受
）
適
格
者
証
明

願
い
に
つ
い
て

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

２
０
０
７

 

Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
開
幕
！

　

つ
い
に
、今
月
の
３
日
に
２
０
０
７

年
の
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し
ま
す
。
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
、
１
月
19
日

に
新
潟
で
始
動
し
て
か
ら
、
グ
ア
ム

そ
し
て
静
岡
と
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、

こ
の
開
幕
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
、
ジ
ェ
フ
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
か
ら
Ｍ
Ｆ
坂
本
將

貴
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
か
ら
深
井

正
樹
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡
か
ら
千
代
反

田
充
、
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
か
ら

デ
ィ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

純
マ
ー
カ
ス
の
４

選
手
が
加
入
。
実

績
と
将
来
性
の
あ

る
新
戦
力
た
ち
が
、

就
任
２
年
目
と
な

る
鈴
木
淳
監
督
率

い
る
チ
ー
ム
に
ど

れ
だ
け
の
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
を
も
た

ら
す
か
が
、
非
常

に
楽
し
み
な
シ
ー

ズ
ン
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
昨
年
一
年

間
、
鈴
木
監
督
の

サ
ッ
カ
ー
を
経
験

し
た
選
手
た
ち
も
、
さ
ら
な
る
活
躍

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

新
潟
で
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
は
、
３

月
11
日
（
日
）
の
浦
和
レ
ッ
ズ
戦
で

す
。
浦
和
レ
ッ
ズ
は
昨
シ
ー
ズ
ン
の

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
今
年
の

元
旦
に
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
天
皇
杯

の
覇
者
で
も
あ
り
ま
す
。
い
き
な
り

優
勝
候
補
の
最
右
翼
と
激
突
す
る
大

注
目
の
一
戦
で
す
。
こ
の
原
稿
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
時
点
で
、
す
で
に
チ

ケ
ッ
ト
は
売
り
切
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に

お
こ
し
い
た
だ
き
、
新
潟
の
名
を
背

負
っ
て
闘
う
選
手
た
ち
に
ご
声
援
く

だ
さ
い
。

矢
野
貴
章
選
手 

日
本
代
表
入
り
な
る
か
？

　

先
月
15
日
か
ら
行
わ
れ
た
、
日
本

代
表
候
補
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

の
メ
ン
バ
ー
に
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
の
Ｆ
Ｗ
矢
野
貴
章
選
手
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。矢
野
選
手
は
、昨
シ
ー

ズ
ン
か
ら
新
潟
に
加
わ
り
、
Ｊ
１

リ
ー
グ
で
は
33
試
合
に
出
場
し
、
６

得
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
体
を
張
っ

て
ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ
す
る
プ
レ
ー
と
、

相
手
ボ
ー
ル
を
激
し
く
追
い
回
す

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
特
徴
の
矢
野
選

手
。
試
合
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
、
今
回

の
選
出
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
日
本
代
表
の
大
き
な
目
標

は
７
月
に
行
わ
れ
る
ア
ジ
ア
大
会
で

の
３
連
覇
。
そ
の
た
め
の
テ
ス
ト

マ
ッ
チ
・
ペ
ル
ー
代
表
と
の
試
合
が
、

今
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
矢
野

選
手
が
、
代
表
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に

袖
を
通
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
現
役
選

手
と
し
て
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
歴
史
上
、初
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
矢
野
選
手
は
今
年
で
23
歳
と

若
い
選
手
で
す
。
も
し
、
今
回
代
表

入
り
を
逃
し
た
と
し
て
も
、
リ
ー
グ

戦
で
の
活
躍
次
第
で
は
、
今
後
代
表

チ
ー
ム
に
呼
ば
れ
る
可
能
性
も
高
ま

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
矢
野
選
手
の
活

躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　

（
写
真
・
記
事
提
供
・

　
　
　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

注
目
の
選
手

　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
か
ら
、
来
年

１
月
一
杯
ま
で
の
期
限
付
き
で
新
潟

に
加
わ
っ
た
深
井
選
手
。
深
井
選
手

の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
瞬
間
的
な

ス
ピ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
。
一
瞬
の
ス

ピ
ー
ド
で
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
振
り
切

り
、
ラ
ス
ト
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
で
得

点
に
絡
む
プ
レ
ー
が
一
番
の
持
ち
味

で
す
。
チ
ー
ム
始
動
か
ら
２
か
月
足

ら
ず
で
す
が
、
す
で
に
す
っ
か
り

チ
ー
ム
に
溶
け
込
ん
で
い
る
深
井
選

手
。
練
習
中
は
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ

る
声
を
出
し
、
全
力
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
潟
の

攻
撃
陣
に
加
わ
っ
た
新
た
な
切
り
札

に
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
温
か
い
ご
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｆ
Ｗ
　
背
番
号 

９　
　

深ふ
か

井い 

正ま
さ

樹き 

選
手

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な
ど

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向

記念事業を検討する委員の皆さん

矢野 貴
きしょう

章 選手
ＦＷ　背番号 11
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学 級
交 流 事 業

　

１
月
26
日
（
金
）
だ
ん
ご
木
も
や
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

天
気
も
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
か
、
春
の
よ
う
な
ポ

カ
ポ
カ
の
日
で
し
た
。

　

み
ん
な
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
〝
み
ず
の
き
〞
を
園
庭
に
運

ん
で
き
ま
し
た
。
用
務
員
さ
ん
に
よ
っ
て
火
が
着
け
ら
れ
、
パ

チ
パ
チ
と
音
を
立
て
て
煙
が
立
ち
上
り
ま
し
た
。「
か
ぜ
を
ひ

き
ま
せ
ん
よ
う
に
」「
お
友
だ
ち
と
仲
良
く
出
来
ま
す
よ
う
に
」

「
優
し
い
子
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
煙
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
煙
で
、
す
る
め
を
焼
き
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
ん
だ
！
」
と
い
っ
て
硬
い
す

る
め
を
一
生
懸
命
食
べ
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。「
す
る

め
は
、
丸
く
な
る
と
焼
け
た
証
拠
だ
よ
！
」「
す
ず
め
が
突
っ

つ
く
か
ら
す
る
め
っ
て
い
う
ん
だ
よ
！
」
と
な
る
ほ
ど
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
食
べ
終
わ
る
と
、
園
庭
で
元
気
に
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
正
月
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
積
雪
の
ほ
と
ん
ど
な
い
１
月
17

日（
水
）、蓮
野
こ
ど
も
園
で
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
協
の
青
年
部
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
か
ら
全
面
的
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
杵
と
臼
で
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
を
園
児
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
き
な
臼
が
三
つ
、
ま
ず
は
青
年
部
の
男
性
た
ち
が
、
力
強

く
杵
を
振
る
い
ま
す
。
間
近
で
見
る
餅
つ
き
は
迫
力
満
点
、
園

児
た
ち
の
目
は
釘
付
け
で
す
。
次
に
、
年
長
組
の
園
児
た
ち
が

餅
つ
き
に
挑
戦
、
子
ど
も
用
の
小
さ
い
杵
を
振
る
い
ま
す
。
恐

ら
く
初
め
て
の
経
験
、
大
人
の
よ
う
に
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

年
少
年
中
さ
ん
た
ち
が
見
守
る
中
、
元
気
一
杯
餅
を
つ
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
婦
人
部
の
方
々
が
手
早
く
一
口
大
に

ち
ぎ
り
、
き
な
こ
を
か
ら
め
て
全
員
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
普

段
あ
ま
り
餅
を
食
べ
な
い

と
い
う
子
も
い
た
よ
う
で

す
が
、
つ
き
た
て
の
餅
の

あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
、

ど
の
子
も
無
心
に
頬
張
っ

て
い
ま
し
た
。
お
代
わ
り

も
続
出
で
、
完
売
御
礼
。

　

青
年
部
婦
人
部
の
皆
さ

ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

〜
赤
い
ほ
っ
ぺ
で
元
気
な
子
・
白
い
ご
は
ん
を
一
杯
食
べ
て
丈

夫
な
子
・
緑
の
野
原
で
友
だ
ち
と
仲
良
く
遊
ぶ
子
・
黄
お
日
様

の
よ
う
に
暖
か
く
て
優
し
い
子
〜

　

雪
の
な
い
穏
や
か
な
１
月
12
日
（
金
）、
４
歳
児
が
だ
ん
ご

木
を
飾
り
お
正
月
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
小
正

月
に
お
団
子
を
み
ず
の
木
に
刺
し
飾
る
も
の
で
す
。
願
い
事
は

枝
の
向
き
に
よ
っ
て
違
い
、
豊
年
豊
作
を
祈
る
農
家
で
は
下
向

き
に
、
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
園
で
は
上
向
き
に
飾
り
ま
す
。

　
「
今
日
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。」「
孫
と
一
緒
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
笑
顔

で
話
す
の
は
、
本
日
助
っ
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
さ
ん
で

す
。
白
玉
粉
を
こ
ね
る
そ
の
手
際
の
良
さ
に
、
思
わ
ず
身
を
乗

り
出
し
見
入
る
園
児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

赤
・
緑
・
黄
・
白
と
色
と
り
ど
り
の
お
団
子
を
作
り
枝
に
刺

す
作
業
は
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
見
事
に
飾
ら
れ
ま
し

た
。「
粘
土
と
違
っ
て
や
わ

ら
か
く
て
、
丸
め
る
の
が
難

し
か
っ
た
。」「
茹
で
た
て
は

色
が
き
れ
い
で
美
味
し
そ

う
。」「
枝
に
上
手
に
付
け
た

よ
。」
と
出
来
上
が
っ
た
だ

ん
ご
木
を
前
に
園
児
た
ち
は

満
足
げ
な
様
子
で
す
。
み
ん

な
の
願
い
ど
お
り
素
敵
な
１

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…

　

２
月
１
日
（
木
）
ニ
ノ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー
場
に
て
交
流
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
電
車
で
出
か
け
た
亀
田
公
園
に

続
き
今
年
度
２
回
目
で
す
。
蓮
野
小
な
か
よ
し
学
級
、
山
倉
小

つ
く
し
学
級
、亀
代
小
な
か
よ
し
学
級
、聖
籠
中
わ
く
わ
く
ホ
ー

ム
ベ
ー
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
当
日
は
先
生
や
保
護
者
を

含
め
、
総
勢
35
名
で
目
的
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

降
り
続
く
雪
と
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
広
い
ゲ
レ
ン
デ
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
は
元
気
一
杯
。
雪
投
げ
・
ソ
リ
滑
り
・
雪
だ
る
ま

づ
く
り
等
、
冬
な
ら
で
は
の
遊
び
を
十
分
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
み
ん
な
で
食
べ
た
お
昼
の
カ
レ
ー
も
格

別
の
味
で
し
た
。

　

亀
代
小
山
本
先
生
は
「
当
日
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
ゲ
レ
ン
デ
の
子
ど
も
た
ち
に
目
が
行
き
届
き
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
、
常
に
子
ど
も
た
ち
を
第
一
に
考
え
る

親
の
深
い
思
い
も
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
会
場
が
ス
キ
ー
場
だ

け
に
冬
の
遊
び
を
楽
し
む
事
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
遊
び
を
通

し
て
子
ど
も
同
士
・
親
同
士
の

交
流
や
先
生
と
の
交
流
が
目

的
。
子
ど
も
と
親
そ
し
て
先
生

と
の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
と

再
確
認
す
る
良
い
機
会
に
恵
ま

れ
た
交
流
会
で
し
た
。

　

１
月
26
日
（
金
）、
聖
籠
中
学
校
１
年
生
が
書
家
の
菅
井
柳
り
ゅ
う

翠す
い

先
生
の
指
導
を
受
け
、
行
ぎ
ょ
う
し
ょ書や
隷れ
い
し
ょ書
、
篆て
ん
し
ょ書
の
三
字
体
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
最
初
に
菅
井
先
生
が
、
畳
三
枚
程
の
紙
に
大
筆

を
持
ち
掛
け
声
と
と
も
に
「
笑
」
の
字
を
一
気
に
書
き
上
げ
、

生
徒
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
半
紙
の
二
倍
は
あ
り
そ
う
な
大
き
な
紙
に
、
書
体

の
見
本
を
見
な
が
ら
、思
い
思
い
の
字
を
真
剣
な
表
情
で
書
き
、

中
に
は
先
生
並
と
思
え
る
作
品
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
紙
か
ら
は
み
出
し
た
字
を
見
て
菅
井
先
生
は
、「
型

に
は
ま
ら
ず
紙
か
ら
は
み
出
た
字
が
素
晴
ら
し
い
」
と
、
ま
た

最
後
に
は
「
今
日
の
書
は
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の
書
き
方
が
正

し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。学
校
の
指
導
と
は
違
い
ま
す
が
、

視
点
を
変
え
て
書
く
こ
と
、
型
に
は
ま
ら
な
い
で
書
く
こ
と
も

時
に
は
必
要
で
す
」
と
生
徒
た
ち
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
機
会
は
、
菅
井

先
生
に
つ
て
を
も
つ
町
内
の

方
に
市
島
校
長
先
生
が
お
願

い
し
て
実
現
し
た
そ
う
で

す
。
校
長
先
生
は
、「
子
ど

も
た
ち
に
は
様
々
な
機
会
を

与
え
た
い
。
書
に
は
、人
柄
・

思
い
・
個
性
が
表
れ
ま
す
。

人
づ
く
り
の
大
事
な
部
分
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
（
火
）
山
倉
小
学
校
３
年
生
は
フ
リ
ー
学
習
参
観

日
（
１
時
間
目
か
ら
４
時
間
目
ま
で
保
護
者
が
自
由
に
授
業
を

参
観
で
き
る
日
）
の
３
、４
時
間
目
に
韓
国
の
郷
土
料
理
〝
チ

ジ
ミ
〞
を
作
り
ま
し
た
。
３
時
間
目
に
み
ん
な
で
材
料
を
切
り

ま
し
た
。
６
名
の
お
母
さ
ん
の
協
力
で
早
速
作
業
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
が
、
女
の
子
は
い
つ
も
お
家
で
お
手
伝
い
し
て
い
る

の
か
？
な
か
な
か
の
包
丁
使
い
。
男
の
子
も
一
生
懸
命
切
っ
て

い
る
姿
は
、
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
、
玉

ね
ぎ
の
千
切
り
は
い
ろ
い
ろ
な
太
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
時
間
目
に
先
生
で
あ
る
敬
和
学
園
大
学
の
韓
国
人
留
学
生
、

イ
・
ウ
ン
ジ
ョ
ン
さ
ん
と
１
年
生
も
加
わ
り
、
一
緒
に
小
麦
粉
、

片
栗
粉
、
卵
を
混
ぜ
焼
き
ま
し
た
。
日
本
で
い
う
お
好
み
焼
き

の
も
ち
も
ち
版
。
ウ
ン
ジ
ョ
ン
さ
ん
特
製
の
タ
レ
を
か
け
て
も

ら
い
、
１
年
生
も
３
年
生
も
み
ん
な
「
初
め
て
食
べ
る
け
ど
お

い
し
い
！
」と
あ
っ
と
い
う
ま
に
平
ら
げ
ま
し
た
。
生
徒
は「
明

日
、
家
族
に
作
っ
て
あ
げ

よ
う
か
な
？
」と
ポ
ツ
リ
。

お
い
し
く
出
来
た
か
な
？

型
に
は
ま
ら
ず

　
　

伸
び
伸
び
と

〜
1
年
生
書
家
の
指
導
を
受
け
る
〜

チ
ジ
ミ
っ
て

　
　

ど
ん
な
お
料
理
？

〜
韓
国
料
理
チ
ジ
ミ
作
り
〜

雪
っ
て
楽
し
い
ね
！

〜
ニ
ノ
ッ
ク
ス
交
流
会
〜

つ
き
た
て
の
お
も
ち
っ
て
、

　
　

お
い
し
い
ね
！

〜
も
ち
つ
き
大
会
〜

み
ん
な
の

　
　

思
い
を
込
め
て

〜
だ
ん
ご
木
飾
り
〜

煙
に
願
い
を

〜
だ
ん
ご
木
も
や
し
〜
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今
月
は
、
山
倉
に
お
住
ま
い
の
神

田
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

千
夏
ち
ゃ
ん
は
、
３
人
き
ょ
う
だ

い
の
３
番
目
。
上
の
お
子
さ
ん
は
、

こ
の
春
小
学
２
年
生
と
こ
ど
も
園
に

入
園
す
る
お
兄
ち
ゃ
ん
２
人
で
す
。

　

初
め
て
の
女
の
子
の
誕
生
に
、
パ

パ
も
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
も
大
喜
び

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
２
人
の
お
兄

ち
ゃ
ん
は
妹
が
か
わ
い
く
て
、
よ
く

千
夏
ち
ゃ
ん
の
遊
び
相
手
に
な
っ
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。
千
夏
ち
ゃ
ん
は

ど
ん
な
遊
び
が
好
き
で
す
か
？
と
お

聞
き
す
る
と
、「
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

の
影
響
を
受
け
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の

人
形
で
遊
ぶ
の
が
お
気
に
入
り
で

す
」
と
の
こ
と
。

　

そ
ん
な
千
夏
ち
ゃ
ん
の
遊
ぶ
様
子

を
見
て
時
々
、
危
な
い
場
面
を
見
つ

け
る
と
注
意
し
て
く
れ
る
し
っ
か
り

し
た
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す
が
、
と

き
に
は
千
夏
ち
ゃ
ん
の
人
形
を
取
り

上
げ
泣
か
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

千
夏
ち
ゃ
ん
は
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

で
、
生
ま
れ
て
か
ら
風
邪
な
ど
は
ま

だ
引
い
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。

　

お
か
ゆ
や
つ
ぶ
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
な

ど
、離
乳
食
を
よ
く
食
べ
ま
す
。「
お

と
な
し
く
あ
ま
り
手
が
か
か
り
ま
せ

ん
」
と
お
母
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
取
材
の
間
も
ち
ょ
こ
ん
と
お

座
り
し
て
、
側
で
に
こ
に
こ
と
し
て

い
る
姿
に
、
普
段
の
様
子
が
伺
え
る

よ
う
で
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
快
く
取
材
を
受
け
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

町の宝
で～す

1 月の
乳児健診から

元気に育ってね！ 　この写真は保健福祉センターで行われている乳児健診会場で４か月健診
対象乳児を撮影しています。

青島　華
かのん

音ちゃん 高松 里
り む ね

夢音ちゃん 梅津 梁
りょうたろう

太郎ちゃん 和田　沙
さおり

織ちゃん

西村　朱
しゅう

生ちゃん 大谷 隆
りゅうのすけ

之介ちゃん 佐藤　悠
ゆう

生
せい

ちゃん 武田　莉
り こ

子ちゃん

坂上 菜
な

々
な

子
こ

ちゃん 遠藤　李
り の

乃ちゃん 宮澤　彰
あきら

ちゃん 齋藤　美
み ゆ

結ちゃん

平野　紅
くれは

羽ちゃん

大野　友
ゆ い

愛ちゃん

　 投稿すると
きは濃い鉛筆
かペンで書いて
ください。（薄い
ものは掲載できま
せん）名前は必ず書
いてください。（ペン
ネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○○』
と書いてください。
　１か月に一人１枚だけ受
け付けます。

イ
ラ
ス
ト
自
慢

神田 亜
あ ゆ み

由美さん
（山倉）

千
ち

夏
なつ

ちゃん
（七か月）

マ
マ
さ
ん
に

マ
マ
さ
ん
に

　
　
　
　

  

お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

〜
１
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

こんにちはみなさん 16歳 針杉さん 14歳 キャサリンさん 14歳 笑ッぺさん 14歳 たこさん 14歳

れんさん 10歳 モモンガさん 10歳 松田 七瀬さん 10歳 フォーエバーさん 8歳

絵
馬
に
願
い
を

　

１
月
９
日
か
ら
新
学
期
が
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
も
ま
た
受
験

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

受
験
生
の
皆
さ
ん
の
願
い
が
か

な
い
ま
す
よ
う
に
と
、
ど
ん
ぐ
り

た
い
は
手
作
り
の
絵
馬
を
用
意
し

ま
し
た
。
受
験
は
も
ち
ろ
ん
、
英

検
や
テ
ス
ト
、
世
界
平
和
な
ど
た

く
さ
ん
の
願
い
事
を
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ
ー
く
伝

わ
り
心
か
ら
応
援
し
て
い
る
ど
ん

ぐ
り
た
い
で
す
。

だ
ん
ご
木
だ
ぞ
〜
！

　

地
域
の
方
が
り
っ
ぱ
な
だ
ん
ご

木
を
交
流
棟
に
飾
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ

ア
と
ど
ん
ぐ
り
た
い
で
、
だ
ん
ご

や
飾
り
を
つ
け
ま
し
た
。
古
く
か

ら
伝
わ
る
文
化
を
こ
う
し
て
地
域

の
方
を
通
し
て
教
え
て
い
た
だ
く

子
ど
も
た
ち
…
日
常
の
忙
し
さ
に

大
切
な
事
を
後
回
し
に
し
て
毎
日

過
ご
し
て
い
る
大
人
も
多
い
世
の

中
で
す
。

　

押
し
つ
け
で
な
い
こ
ん
な
自
然

な
交
流
の
中
に
そ
ん
な
大
切
な
何

か
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
や

さ
し
い
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア

と
地
域
の
方
は
、
古
着
を
さ
き
、

縄
に
巻
き
つ
け
て
そ
れ
を
ぐ
る
ぐ

る
と
座
布
団
に
す
る
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
様
子
を
遠
く
か

ら
見
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
に
ぎ

や
か
な
地
域
交
流
棟
で
す
。

み
ら
い
の
た
ね

「
野
の
花
サ
ー
ク
ル
」
よ
り

　

３
月
７
日
（
水
）
は
卒
業
式
で

す
。

　

卒
業
式
当
日
、
晴
れ
の
日
を
演

出
す
る
花
を
、
今
年
も
校
内
に
飾

り
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
き
れ

い
な
花
を
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
し
ま

せ
ん
か
。（
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
あ

り
ま
す
）
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
申
し
込
み

な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
。

３
月
６
日
（
火
）
10
時
〜

 

聖
中　

地
域
交
流
棟
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
２
７
―
７
０
８
５

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）

町　民
ホームベースからみらいのたね

みらいのたね

せいろう共育ひろば

（昨年の様子）
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▲聖籠中学校理科担当職員
（ 向かって左から
麻生京先生、袖山敏明先生、
武田昌久先生、丹羽徹先生）

▲賞状を手にほほえむ瑞貴さん

　

聖
籠
中
学
校
で
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
毎
年
「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
応
募
し
て
き
ま
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
科
学
が
好
き
な

子
ど
も
を
育
て
る
」
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
2
0
0
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
全
国
の
小
・
中
学
校

1
7
4
校
が
応
募
し
、
最
優
秀
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
校
2
校
、
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
校
21
校
、努
力
校
57
校
が
選
出
さ
れ
、

聖
籠
中
学
校
が
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校

に
入
選
し
ま
し
た
。
聖
籠
中
学
校
は
、

平
成
15
年
度
に
も
努
力
校
に
入
選
し
て

お
り
、2
度
目
の
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

聖
籠
中
学
校
が
応
募
し
た
論
文
は
、

「
み
ん
な
科
学
大
好
き
プ
ラ
ン
」
と
い

う
も
の
で
、
開
校
か
ら
現
在
ま
で
を
振

り
返
り
、「
科
学
が
好
き
な
生
徒
」
を

育
て
る
た
め
の
方
策
を
整
備
体
系
化
し

た
も
の
を
論
文
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
論
文
が「
感
性
」「
創
造
性
」

「
主
体
性
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
具
体

的
な
子
ど
も
の
姿
と
し
て
「
科
学
が
好

き
な
子
ど
も
」
を
と
ら
え
直
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

瑞
貴
さ
ん
は「
逆
噴
射
か
ら
探
る
空
気
の
流
れ
方
」

と
い
う
研
究
で
同
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
ど
の
よ
う
に
実
験
な
ど
を
し
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
先
生
や
家
族
、
友
だ
ち

の
応
援
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
、
今
回
よ
り
も
も
っ

と
上
の
賞
を
ね
ら
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

※
「
い
き
い
き
わ
く
わ
く
科
学
賞
」

　

 

主
催
：
新
潟
日
報
社
、
共
催
：
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
、

児
童
生
徒
の
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
、
科
学
的
な
見

方
や
考
え
方
を
高
め
る
た
め
に
創
設
し
た
賞
で
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
聖
籠
中
学
校
１
年
生

　
　

前
田
瑞み

ず

貴き

さ
ん

第
42
回
新
潟
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会

―
い
き
い
き
わ
く
わ
く
科
学
賞
２
０
０
６
―

「
わ
く
わ
く
賞
』

「
わ
く
わ
く
賞
』

「
わ
く
わ
く
賞
』
受賞！受賞！

◀聖籠中学校での
　理科授業のひとコマ

聖籠中学校「ソニー子ども科学教育プログラム
“優秀プロジェクト校”に入選！


